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リンゴ酸デヒドロゲナーゼ（ＭＤＨ）が部分的に欠

損した非乳酸資化性清酒酵母(ＭＬＡ-12,ＭＬＡ-15)

が分離された．その変異株のＭＤＨは，親株である協

会901号に比べてカタボライト不活性化を受けにくかっ

た．また，その変異株は，静値のＹＮＢ10培地におい

て，乳酸を多量に生産したが，リンゴ酸は僅かしか生

産しなかった．しかしながら，変異株ＭＬＡ-12は，

静置のＹＮＢ10＋10％エタノール培地で，最も高いリ
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ンゴ酸生産性を示した．変異株ＭＬＡ-12のリンゴ酸

シンターゼ（ＭＬＳ）活性は，10％のエタノールを含

む培地において，最も高かった．ＭＤＨ及びＭＬＳの

両方が部分的に欠損していたＭＬＡ-15は，ＹＮＢ10＋

10％エタノール培地で最も少ないリンゴ酸生産性を示

した．変異株ＭＬＡ-12の小仕込試験の結果から，リ

ンゴ酸の生産性はエタノールの濃度に比例して，増加

することが明らかとなった．変異株ＭＬＡ-12で造ら

れた清酒は，ワインに似た，より酸味があり，しかも

香ばしい味となった．
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粉体および粉末冶金，44（1997）448.

粒径の異なる２種類の純チタン粉末(平均粒径13μｍ，

23μｍ)を原料として，金属射出形成法を用いてチタン

焼結体を作製した．脱脂，真空焼結時にはＡｌ Ｏ ，２ ３

ＢＮの２種類の敷粉を用い，原料粉末粒径，酸素含有

量及び焼結温度が焼結体の強度特性に及ぼす影響につ

* 三重県工業技術センター研究指導室機械電子チーム

** 名古屋工業技術研究所

いて調べた．原料粉末粒径を小さくすることにより緻

密化が促進され，より低温での焼結が可能となった．

そのため，焼結温度1298Ｋで，溶製チタン棒のＪＩＳ

３種と同等の強度特性を示す焼結体が得られた．酸素

含有量の増加は，引張強さや0.2％耐力を増大させるが，

破断伸びには極端な影響を与え，著しく減少させるこ

とがわかった．
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二元系ＴiＡl焼結体(Ｔi-45Ａl,Ｔi-48Ａl,Ｔi-50Ａ

l及びＴi-52Ａl)の高温引張強度特性を調べた．800℃

においては，Ｔi-52Ａl以外は室温と同程度の引張強さ

(370～400ＭＰa)を維持した．Ｔi-52Ａlは室温より

引張強さが100ＭＰa程度低下した．破断伸びはＡlリッ
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チになるほど上昇する傾向を示したが，Ｔi-50Ａlまで

が５％以下であるのに対して，Ｔi-52Ａlは13％の高い

伸びを示した．1000℃においては，いずれの組成の焼

結体でも800℃より引張強さが低下するが（200ＭＰa

前後），Ｔiリッチになるほど高くなる傾向となった．

延性は向上し，いずれの組成も10％以上の破断伸びを

示したが，Ａlリッチ側（Ｔi-50Ａl,Ｔi-52Ａl）ほう

より高い傾向となった．
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生コンスラッジは，コンクリート製造工程で発生す

る汚泥である．筆者らは，これまでに脱水されたスラ

ッジケーキと各種混和材との硬化性について検討して

きた．しかしながら，脱水スラッジは水分を含むため

時間の経過とともに水和反応が進行してしまい，硬化

性に影響を与える．また，運搬時においても振動によ

り容易に流動化するなどの問題がある．これらの問題

を解決するために，スラッジを乾燥して取り扱う方法

がある．
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本研究では，生コンスラッジを乾燥させたもの（乾

燥スラッジ）の性状を調べるとともに，安価に入手で

きる高炉スラグ水砕砂と乾燥スラッジとの反応性，乾

燥処理温度の効果について検討した．

その結果，乾燥スラッジの活性度は概ね40～55％程

度であった．また，乾燥処理温度を上げると活性度は

高くなり強度発現に有利であるが，経費を考慮すると

200℃程度の乾燥が実用的である．一方，高炉スラグ

水砕砂との反応性では，粉末度の粗い領域（4000㎝ ／２

ｇ以下）において，ブレーン値の差が強度に影響する

ことを確認した．


